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論 文 の 要 旨
題 目 A Study on Efficient GPU Implementations to Compute the Diameter of a
Graph
(グラフの直径計算のための効率的な GPU実装に関する研究)










本論文では，GPU (Graphics Processing Unit) と呼ばれる演算装置を使用した，効率
的な並列計算に関する研究をおこなった．GPUは画像処理専用の演算装置として提供さ
れていたが，コアと呼ばれる演算器が多く含まれており，これらのコアを使った汎用並列
計算機として多くの研究が行われている．NVIDIA 社は自社が提供する GPU を効率的


































成された CUDA Cプログラムは CUDAで動作可能な GPUで実行可能であり，CUDA
Cプログラムの初学者にとって有効なツールでもある．
GPUのメモリアクセスにおいて，連続するアドレスに保存されたデータを読み書きす
る場合，そうでないデータの読み書きに比べ高速に実行できることが知られている．この
事実を基に，複数の異なる入力データを連続するアドレスに保存できるよう工夫するこ
とで，バルク計算を行う GPU実装を高速化した．性能を評価するために，バイトニック
ソート，フロイド・ワーシャルアルゴリズム，モンゴメリ乗算アルゴリズムのバルク計算
を GPU上に実装し，逐次処理と比較しそれらの性能を評価した．
バルク計算において大量のデータを入力するとデータの転送時間が長くなるため，解を
出力するまでの時間が長くなる．この解決のために，データ転送時間を計算時間で可能な
限り隠蔽するような GPU実装も提案している．
最後に，第 5章で論文の結論を述べる．
